
ヨーロッパの石器時代の鈷頭と日本の纏文文化の鈷頭

金子浩昌

1. ヨーロッパの石器時代の話頭

ョーロ、ノペの後期ID石器時代マドレーヌ文化期に形の整った骨角梨鈷頚の出土していることは

よく知られている。フランス、スペイン、さらにイギリスにおいてもそれらは共通した形のもの

をのこしている。この骨角製鈷頭の形態ぱ詳細にみれは、実に名様た形のもの和みるか、大別す

れば例えばルロワ・グーランが述べているように、マドレーヌ期中期、後期．終末期と各時期を

特徴づける形態がある。重要なのは基部末端にわずかな隆帯部をつくって索縄を結ぶようにした

加［がみられる製品かマドレーヌ後期にみえ、さらに終末期になると陪椿が無くなるもの、穿孔

和施すものがでてくる。また片側に鋸歯状の鍛をつけているものもみられる。中石器時代になる

と、この旧石器時代終末期の系統を引きつき｀スペイン、フランスてはアンール文化にみる鋸歯状

の鍛をもち、県部が楕円形にふくらみ、縦長の穿孔をもつものが多くみられ、特にフランス
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第 1図 フランスマドレーヌ文化の距とヤス先

1、2 中期 3~7 後期 8 ~ 12 終末期

A, Leroi-Gourhan 

≪La Pre hist o ire.. 196 8, P. 1 31より
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側てぱこの穿孔タイプのものと、穿孔されないくびれもしくは肩だけをもつものがみられる。お

そらく、この（びれをもつタイプのものが、スイスの中石器時代の有肩・有溝話頭との関連か強い

のではないかと思われる。スイスの鈷頭を問題にするにはまだ資料が少なく、また細部も加__[の

技術を調べる必要もあるが、第 2図にみるように中石器から新石器時代に至るに及んで大型化し

ていくようである。

なお、東ヨーロッパのユーゴスラビアの中石器時代遺跡で出土している有孔の鈷頭は、後述す

る日本の縄文文化期の中期に東北南部の太平洋岸地域で現れた単純鈷頭によく似ているが、これ

についてもその出自をめぐる検討が必要であろう。

＾ 

s ＝約冒
第2図 ァルプス前地と南部トイツの鹿角製鈷頭

1 ~5  後期中石器時代 6~8 新石器時代
(l)Wachtfclsen, Grellingcn, Bern; (2~4)Birsmalten, Dern; 

(5)Falkcnsteinhohle, Tiergartcn, Hohenzol lcrn; 

(6~7! Lattrigen and Bielcrscc, 

Bern ;(8)Egolzwi I. 2, Luzern. 

G.Clark Mesolithic Prelude, 1980による註1)
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2. 日本の綱文時代の合舌頭

n本の石器時代の鈷やヤスの出現をめぐっては、広く日本をとりまく大特の文化のそれに目をlriJ

けなくてはならないが、ここではそれに直接ふれず、日本列島内の問題のみに限ってふれてお

こう。

一つの系統は比方地域のそれで．そこでは早期末か前期はじめに開窓式の鈷頭かみられる（第

3図3)。この鈷頭は本来逆刺を必要とせす、小さくともよいので、大送さとか逆刺は発達した

かったか、そのため製作もまた容易で多量につくられ、油獣猟u-)主要た遍貝として使われた。

本州の東北部の南寄りでは、沿岸に集まる魚群が豊富で釣針がさかんに作られるが、魚を突き

刺す道貝として、特巽な有孔の三角型鈷頭が案出される（第3図1)。これも本来逆刺を特に必

要としなかった，しかし、この鈷頭を起点として逆刺を発達させた角孔0立舌頭が作られ（第3図

2)、縄文時代の後半期ついに閉窟式鈷頭の感行をみる。

一方関東地方ては早朝から貝塚の形成かあり、釣針か作られるものの刺突具は単純で鈷頭など

0)つくられることはない。ャス状の刺突具の場合でも逆刺をつくるタイプの現れるのは前期に至

ってからである。このように東京湾内の艮塚で逆刺の付く刺突具が出現するのは、どのようのこ

日
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第3図 縄文時代の代表的な鈷頭の形態

1. 有孔二角型の単純鈷頭〔宮城県南境貝塚）縄文中期

2. 有孔単純鈷頭（北海道南境貝塚）縄文後期

3. 開窟式鈷頭（栄i甫宍隆）縄文中期
4. 閉窟式（類形）鈷頭（岩手県願沢貝塚）縄文晩期

5. 有肩鈷頭（千槃県永井作貝塚）縄文中期

6. 有溝鈷頭（千葉市加醤利貝塚）

所属時期は不明だかわそらく中期の所産と思われる。この形の

鈷頭か前期後菓期に現われ、中期には困東京満地hでもつくら
れる。

s = tf 
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とが要因に左っているのか今後の大きな課題であろう。束京満輿深く海上の現象が開始してから

前期の半ばに至る間にようやく海への礫境適用の能力が貯えられたのであろう。こうしたと¥に

通具の革新とてもいえることが生するのではたいたろうか。ャスのようた節単な漁貝に銀がつき、

さらにヤスから鮨への転換もこうした技術的な発展であろう。束北南部仙台満岸域では閉窟鈷の

出現が削期にあったとする指摘もあり、関東地方では前期に現われた単純鈷頭が中期には加歯利

貝塚（第 3図6)その他にみるような整った形にたる。一方西北九州地方ても開窟式の鈷頭の出

現が知られてきているが、これについては今後の研究か注目される。

註1) Graham clark, Mesolithi, prelude, the palaeolithic-Neolithic 

Trsilion is old world prehistory, 1980, Uni, press Edinburgh 
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